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1.はじめに

背景

人間の創造活動において精神的な労力が必要である．この精神的な
労力の負担を減らすためにい発想支援についての研究がされている．
現在，情報処理技術の発達に伴って発想支援についての研究も進ん
でいる. これからの時代はよりアイデア発想が重要になってくると
考える. 既存の発想支援には一つのキーワードに対してそのキー
ワードに関連するテキストデータから共起ネットワークにするもの
がある．

目的

1 複数キーワードに対して関連語を 3D有向グラフにして描画す
るシステムの作成

2 単語の順序関係による有向な関係を生かした発想支援
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2.発想支援システムとは

発想のプロセス

1 Step1:情報の収集

2 Step2:発散的思考 - 関係のあると思われることがらを洗い出す

3 Step3:収束的思考 - 発散的思考で出した関係の整理・本質の追求

4 Step4:アイデア結晶化 - アイデアの評価・決断

本研究の発想支援システムではこのプロセスに従ってシステムを構
築する．
発想のプロセスをすべて行う発想システムは実現が難しいので，情
報の収集から発散的思考と収束的思考までを行う発想支援システム
が研究されている．
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3.テキストマイニング

テキストマイニング

情報を収集する行程では，多量のテキストデータがあるインター
ネットのテキストを収集・分析する．テキストマイニングとは, 大
量かつ多量なデータを様々な観点から分析し, 役に立つ情報を取り
出そうとする技術である.

インターネット上からのテキストデータの分析

任意の 2つのキーワードについて，クローリングによりウェブサイ
トの URLを集めてくる．その URLのテキストデータをクリーニン
グ・単語分割・正規化・ストップワード除去し，名詞・形容詞・動
詞に絞った単語にまとめる．
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4.アルゴリズム

アルゴリズム

1 複数のキーワードから Googleの検索結果の 1ページ分の URL
を保存

2 URLからそのページの HTMLを取得して HTMLタグを消去し
たテキストデータを取得

3 そのテキストデータに対して自然言語処理の前処理を行った後，
形態素解析し, 品詞を絞ってリストにする

4 そのリストから単語の順序に応じた隣接行列を作る
5 隣接行列の規模が大きすぎるので PageRankを使って関連性の
高い単語に絞る

6 隣接行列を 3D有向グラフに適応する
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4.3D有向グラフへの適用

隣接行列を 3D有向グラフに使える形にしたデータ

3D有向グラフのノードとなる

3D有向グラフのエッジとなる
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4.出力結果

「トマト」と「プラスチック」を入力したときの出力結果
出力結果から「トマト」→「食べる」→「やすい」→「プラスチッ
ク」の繋がりが分かる．その結果，「トマトを食べやすくするプラス
チック」という発想支援が実現した．
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4.比較

Googleで「トマト　プラスチック」と検索した際の一ページ目の
URLタイトル

Googleで「トマト　プラスチック」に関連する検索キーワード
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おわりに

まとめ

1 複数のキーワードに対する関連語を 3D有向グラフにして発想
支援システムとして提案した

今後の課題

1 キーワード間の単語の経路を重み付けすることで，より関連性
が高い単語による発想支援の実現が考えられる．

2 隣接行列の作成に単語の順序関係のみでなく，係り受け解析も
考慮することにより文章の依存構造を反映した発想支援の実現
が考えられる．
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